
（その 1／1 ）

   １     　日　時 令和2年11月24日（火） 18:00～19:20

   ２     　場　所

   ３     　出席者

   ４     　審議結果

　 ５　　　次回開催日時

　　　　　 次〃回開催日時　　 　 

受 付 番 号 審 議 事 項
申 請 者

（ 科 ・ 職 名 ・ 氏 名 ）
結 果 備 考

血液内科

医療局次長 修正後承認 ※

尾崎　修治

消化器内科

医療局次長 修正後承認 ※

中本　次郎

小児科

副部長 修正後承認 ※

七条　光市

消化器内科

医療局次長 条件付承認 ※

中本　次郎

看護局

看護師 修正後承認 ※

長岡　千絵

看護局

技術主任 修正後承認 ※

井筒　香里

20-24

20-25

20-26

20-27

20-28

20-29

20-22

20-23 承認の条件が満たされたため、承認を行ったことを報告。

２０－２４ 妊婦に対する自己血輸血の現状に関する研究

２０－２５
Gastric adenocarcinoma and proximal polyposis
of the stomach(GAPPS)の臨床病理学的特徴お
よび発癌機序の解析

２０－２６
新型コロナウイルス感染症が地域の小児救急拠
点病院へ及ぼした影響

①評価法等の引用を行う場合は、説明書に許可を得ていることを記載し、当該資料も添付
すること。
②研究発表について、院内で行うのみであるか否か関係者の間で確認しておくこと。

２０－２７
EUSガイド下膵管ドレナージ(EUS-guided
pancreatic duct drainage:EUS-PD)

２０－２８
新型コロナウイルス感染症対応を行う看護師の
実態調査

２０－２９

大腿骨頸部骨折・転子部骨折をした認知症高齢
者のせん妄予防
～アビースケールを用いた疼痛コントロールの有
用性の検討～

①情報公開用文書について、指摘のあった部分の修正を行うこと。

①同意書・同意撤回書の提出先については、中央病院長とし、担当者についても当院担当
者を併記すること。

①情報公開用文書に学会等に資料を提出する旨の記載をすること。
②虐待事例等をカウントする場合、件数のみであっても、情報公開用文書にその旨を記載
すること。

①説明書に医療行為の必要性を記載すること。
②同意書について、指摘のあった部分について修正を行うこと。
③同意撤回書も作成すること。

①アンケート項目について、指摘個所の修正を行うこと。

承認の条件が満たされたため、承認を行ったことを報告。

20-24：　前川委員、尾崎委員が関係者である為、定足数に含まない（委員10名が承認）。

http://www.tph.gr.jp/_files/00025416/rn20-24.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025423/rn20-26.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025423/rn20-26.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025430/rn20-27.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025430/rn20-27.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025447/rn20-29.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025447/rn20-29.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025447/rn20-29.pdf
http://www.tph.gr.jp/_files/00025447/rn20-29.pdf

